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1 はじめに

互いに独立な確率変数 X1, . . . , Xm がそれぞれ平均 n1λ1, . . . , nmλm のポアソン分布に従っているとする

（ m ∈ {1, 2, . . . } ）。ここで、n1, . . . , nm は既知の正定数であり、 λ = (λ1, . . . , λm) ∈ (0,∞)m が未知の母

数であるとし、 X = (X1, . . . Xm) に基づいて λ を推定することを考える。推定量の評価には、標準化され

た二乗損失を用いる。n1, . . . , nm が共通とは限らないという意味で、分布の設定が不均一である。 Clevenson

and Zidek [1] は、 n1 = · · · = nm = 1 の場合を扱っている。

基本的な推定量として、最尤推定量 (X1/n1, . . . , Xm/nm) が挙げられる。最尤推定量は、 ni が小さいとき

i 番目の成分の推定値のばらつきが大きくなる（ i = 1, . . . ,m ）という問題点を持つ。そこで、(X1

n1
· {1− ϕ1(X)}, . . . , Xm

nm
· {1− ϕm(X)}

)
, ϕ1, . . . , ϕm : {0, 1, 2, . . . }m → (0, 1)

という形の縮小推定量を用いて推定を安定させることが考えられる。さらに、分布の不均一性に即して、不均

一な縮小推定量、即ち、各 i, j = 1, . . . ,m について ni < nj ならば ϕi > ϕj となるような縮小推定量を用い

ることが考えられる。

2 研究内容

まず、 Komaki [2] の事前分布のクラスを用いて導出された縮小型一般化ベイズ推定量のクラスを紹介する。

その中には、不均一な縮小推定量が含まれている。導出された一般化ベイズ推定量が最尤推定量を改良してミ

ニマックスとなるための十分条件を与える。次に、シミュレーションにより損失の期待値を計算した結果を紹

介する。理論的に得られた十分条件が満たされていないときの一般化ベイズ推定量の性能について確認する。

また、不均一な縮小率を持つ推定量と均一な縮小率を持つ推定量の性能を比較する。最後に、事前分布のクラ

スを拡張することにより得られた推定量のクラスを紹介する。ミニマックスかつ proper で不均一な縮小型ベ

イズ推定量を構成できる場合があることを説明する。
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